青山荘　　フェイスシート

平成18年　7月　17日　担当：　山田　

	入　所　者
	氏　名　　田澤　勝敏　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　22年　7月　2日生（59歳）

	
	〒０３５－００８２　住　所　むつ市文京区１２－２８　　電話　０１７６－２５－１８５１

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和50年11月頃
	罹 患 期 間
	約　　30年　

	
	入院回数
	　　　　　6回
	延べ入院年数
	　　　　　約1年8ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　猪又Dr　　　）
	外来受診日
	金曜日（週　1　回）

	医療区分
	国・保（本人）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	障害基礎　　年金　２級（月額　約6.3万円）＋　保護者からの援助（月額　約2万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　16年　11月　27日
	身長
	166.0cm
	体重
	68.5kg

	最終学歴
	むつ市立大湊中学校卒業
	免許・資格
	大型自動車２種免許、準電気工事士

危険物取扱者免許（丙）

	職　歴
	就業先
	期間
	内容
	辞めた理由

	
	日東電気商会

三八五貨物むつ営業所

中央タクシー

三八五観光タクシー

東京の建設会社

生コン会社

田澤鉄工所（叔父経営）
	（S33~3年程）

（S42～2年程）

（S45~3年程）

（S50~半年程）

（S52~3ヶ月程）

（短期間転々）

（H1~10年程）
	電気工事見習

配達　４tトラック

運転業

運転業

運搬作業

運搬作業

物品運搬作業
	試験を受ける事が出来なかったから

二種免許取得し、活用したかったから

給料の不満

無事故手当てが支給されなかったから

給料の不満

上司との業務内容の不一致

給料の不満（倒産寸前であった。）

	
	
	
	
	

	保　護　者
	氏　　名　　　田澤　　敏文　　　　様　　　　　　　続柄　　弟　　（同居　・否）

	長期目標

・実家で一人暮らしが行えるように日常生活技術の獲得と生活パターンの確立。

　①食事準備　②服薬自己管理　③掃除技術　④定期的な運動　⑤余暇の過ごし方　⑥相談技術　

・日中生活する場、相談する場、本人を観察し、支援する場などの環境整備を行う。

	入院・治療歴　　

	S50.11~S51.1

S51.1~S51.12
S51.12~S52.4

S52.4～S54.8

S54.8~S54.8
	入院

通院

入院

通院

入院
	むつ総合病院

〃

〃

〃

〃
	H12.10～H13.7

H13.7~H15.10

H15.10~H16.3

H16.3~H16.7

H16.7~H16.11
	入院

通院

入院

通院

入院
	むつ総合病院

〃

〃

〃

〃

	生活歴

むつ市にて同胞6名第１子として出生。保護者の話では「幼少期より両親に大事に育てられていた。王子様の様に何もせずに良い環境にいた。」身の回りの事は殆ど行うことはなかったとの事。中学校卒業後、すぐに就職する。職場を金銭を貯蓄しながら転々とし、S46に本人が自宅の建て直しを行う。S50.三八五観光タクシーにて勤務している時に上司より「家族を皆殺しにする。」など言われ『心理学の洗礼を受けた』との事で異常を感じた両親がむつ総合病院受診させ、入院となる。（S50.11~S51.1）『心理学の洗礼』とは本人の表現で、「心身が疲労している状態に暗示をかけられ、それが本当に自分に起こるかも知れないと思わせること」との事。退院後は1ヶ月に1回の割合で両親がむつ総合病院外来へ処方薬を受け取りに行き、時々受診していたとのこと。忘薬・怠薬は無かったが、「甥を暗示にかける」等の妄想や不眠・強迫観念が出現し、入退院を繰り返す。H2に父・H5に母が死亡。両親死亡後は本人が毎月1度受診へ行く。その後は祖母と暮らしていたがH9祖母死亡し、その心身の負担が大きくなり調子を崩してしまったとの事。その後は弟（三男）と二人で自宅で生活を送る。身の周りのことは弟が全て行っていたが、弟は酒癖が悪く、家事を行わない本人を馬鹿にし、金銭を奪っては飲酒していたためトラブルは絶えなかった。その為抑うつ状態となり入院を繰り返し、三男との距離を置き、一人暮らしをする為の訓練を行う為H16.11.27青山荘入所となる。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

○両親は10年以上前に亡くなっている。

○保護者である次男は十和田市在住。青山荘での家族会などにも参加し、協力的。会社の役職者であり経済面での支援も行っている。

○以前トラブルのあった三男は現在自宅で生活している。生活保護受給中で福祉事務所の生活指導を受けながら地区を問わず職を探している。本人との連絡は一切取っていない。

○他兄弟（長女・次女・四男）とは殆ど連絡を取ることはないが、長女、四男とは仲が良いと本人は話す。四男はむつ市にて生活しているため、交流を深めていく。


青山荘　施設処遇会議①

　　　　　　　　　　平成　18年7月17日（月）

	氏　名
	田澤　勝敏　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和　22年　7月　2日（59歳）


	支援目標
	介入方法

	②自宅で生活している弟（三男）との関係性
	①現在の弟（三男）の状況と本人との関係性を把握する

1） 自宅へ訪問し、関係性を把握する。

2） 現在弟（三男）に関わっているむつ市福祉事務所から情報を得る。

　　　　　　　　↓　　　↓　　　↓

＜現状＞

関係性→三男は本人に対して指示的であり、本人に対する不満も多い。本人はそれに対しては言い返すことはない。（職員にも三男の不満を話すことはない）

三男の現状→自宅にて1人暮らし。飲酒は見られないが精神面の不安定さ見られ、福祉事務所職員にも攻撃的となり、話を聞かない状態。近隣住民との関係性も悪く、いたずら電話など嫌がらせを受けている。

②むつ市福祉事務所との連携を図る。本人との関係性や三男の生活状態・精神状態を考慮し、三男の転居や保健師など医療従事者を含めた訪問や受診などの実施を相談している。

③三男との関わりでストレスとなることがあれば、すぐに職員が気付くことが出来るように体制づくりを行う。

1） ストレスがかかった状態時のことや本人の性格などを把握し、関係機関にも情報提供を行う。（不眠・手の振戦・他人に易怒的・固縮・口調の変化など）

2） ストレスがかかる場面と相談の仕方など対応策を検討する。

3） むつ市で相談できる機関・人を提供する。

④状態悪化時に対応できる機関を調査する。

（ショートステイできる機関など）



	③身体能力の維持
	①日常で困難と思われる作業を具体的に挙げ、現状の身体機能を把握する。（例）階段の上り下りが辛い

②デイケアでの運動プログラムを一緒に行い、参加の継続化を図る。

③デイケアなど集団での運動プログラムだけでなく、青山荘で個別プログラムを組む。

　＊現在は踏み台昇降などを毎日継続している

④「身体に負担の少ない姿勢や行動」を学ぶ。




	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	○前回の問題点

①退所を急ぐ傾向があるが、退所後の生活に関しては安易に生活できると話し、深く考慮できていない。
　職員と退所後の生活を想定し、「自炊を継続して行えるか？」などの問いかけを行い、実施・評価し、再度退所後の生活を想定する。この繰り返しにより、自分で行う部分、社会資源を利用する部分を明確にすることで、青山荘での訓練も自主的に行えるようになる。また、金銭面など保護者の負担も心配している面もあり、保護者との面談の場を設定し、保護者の意見を聞くことで、本人の不安軽減は図れている。その結果退所を焦ることはなくなった。

②対人技能の習得

　　「自分から相談する技術」の習得を図る。電話の掛け方や受け答えなど、状況に合わせた練習を行うと生活場面で積極的に実践している。（例えば、『図書館に在庫を確認する』『道に迷った時に尋ねる』など）。また、自分から話したい思いがあっても話題がない場合には話を行えない為、職員から話し掛ける場面を設定する。

③身体能力の維持が困難
　前回、振戦や固縮の原因が脳にある可能性もある為、検査を行う必要性もあるとの介入方法が話し合われた。８月中旬にＣＴ検査を行い、結果は異常ない。現在は特に下半身の身体能力の低下が見られ、事故の危険性も高い為、下半身を中心に訓練を行う。今回も支援目標②として挙げている。

現在は『規則正しい生活スタイルの確立』を目標に訓練を行っている。

→食事作り、洗濯、洗濯など身の回りのこと、外出など余暇の過ごし方、連絡や相談、関係機関の利用など退所後の生活（自宅生活）を想定した生活スタイル（日程・時間）に合わせた活動をする。時間を見ながら規則正しい生活が身につき、また、同時に自炊や余暇の過ごし方など生活能力の向上も図れている。

また、むつ市の社会資源の調査を行い、退所後に活用していく。

社会資源→むつ市役所（障害福祉課－障害程度区分認定、ホームヘルプ・訪問看護などの利用、生活福祉課－三男との関係性に関して）、むつ市保健所（訪問・デイケアなど）、むつ市総合病院（外来・外来ＯＴ）生活訓練施設「ハートランドさくら」、生活支援センター「ハートランドさくら」、小規模作業所アックス幸房、老人施設など、その他（バス、銀行、外食店、クリーニング店など）


プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　







□　長女（54）神奈川県在住





□　三男（52）むつ市自宅在住





○　次女（45）埼玉県在住





次男（56）保護者　十和田市在住





□　四男（43）むつ市県営住宅在住











□　本人








